
放課後等デイサービス宙 

令和 4年度実施 

事業所職員向け 放課後等デイサービス評価表 

回答率：100％（3名／3名） 

 チェック項目 はい 
どちらとも

いえない いいえ 未回答 改善目標、工夫している点など 

環
境
・
体
制
整
備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペ

ースとの関係で適切であるか 0 3 0 0 

・児童の成長に合わせ机の高

さなどを調整するようにして

いる。また、高学年の児童に

とっては事業所の中だけでの

活動では物足りなさを感じて

いることもあるため、外で遊

ぶ活動を取り入れるなどして

児童の活動に対しての満足感

を得られるようにしている。 

②  職員の配置数は適切であるか 0 0 3 0 

・小集団活動をいれたり、構

造化を行い広いスペースを確

保したり、少ない職員数で安

全に利用者様をみられるよう

に工夫しているが、職員一人

につき６～８人をみる時間が

長くなる、担当児童も多くな

る、送迎に支障がでる等、特

性に合わせた療育が困難と同

時に、安全確保が難しくなっ

てきている。また、職員がも

つ事務量も増加していること

から、就業時間前後の時間外

業務が常態化しており、休憩

がとれない状態が続いてい

る。 

③  

生活空間は、本人にわかりや

すい構造化された環境になっ

ているか。また、特性に応

じ、事業所の設備等はバリア

フリー化や情報伝達等への配

慮が適切になされているか 

0 1 2 0 

・バリアフリーを必要とする 

児童がいるが、手すりの設置 

など支援に適した構造化が行 

き届いていないところがある 

。手すり等の設置を検討中で 

ある。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よ

く過ごせる環境になっている

か。また、子ども達の活動に

合わせた空間になっているか 

0 3 0 0 

・職員全員で、掃除、消毒を

行い、清潔な環境維持に努め

ている。また、適宜構造化を

行い子どもたちが安心、安全

に過ごせる空間づくりに努め

ている。 

しかし、たたみが古くなって

おり、児童の衣服にささくれ

がついてしまったり、利用者

の肌に擦れて怪我をしたりす

るおそれがある。また、夏場

に蟻が廊下や畳、トイレに大

量に発生しており、その都度

処理するものの、清潔な環境



 チェック項目 はい 
どちらとも

いえない いいえ 未回答 改善目標、工夫している点など 

を保つために時間を要し、本

来の療育準備の時間が確保で

きず、苦慮している。 

業
務
改
善 

⑤  

業務改善を進めるための PDCA

サイクル（目標設定と振り返

り）に、広く職員が参画して

いるか 

1 2 0 0 

・必要と感じた際にその都度

職員全員で話をしている。 

⑥  

保護者向け評価表により、保

護者等に対して事業所の評価

を実施するとともに、保護者

等の意向を把握し、業務改善

につなげているか 

1 2 0 0 

・年 1回の評価を行なっている 

。今後は定期的に保護者の意 

見を聞く機会を設けられるよ 

う検討していく。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保

護者向け評価表の結果を踏ま

え、事業所として自己評価を

行うとともに、その結果によ

る支援の質の評価及び改善の

内容を事業所の会報やホーム

ページ等で公開しているか 

2 1 0 0 

・法人ホームページにて公開 

している。 

⑧  

第三者による外部評価を行

い、評価結果を業務改善につ

なげているか 
2 1 0 0 

 

⑨  

職員の資質の向上を行うため

に、研修の機会を確保してい

るか 
1 2 0 0 

・外部講師の研修について

は、昨年度まで定期的に入っ

ていたため、非常に良い機会

であったが、自主的な研修に

ついては、あまり機会を設け

ることができずそれぞれの自

己研鑽に任せられる部分が多

かった。今後、職員間の情報

共有や事業所全体の資質向上

につながるよう、内部研修が

実施できるとよいと思う。 

適
切
な
支
援
の
提
供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、

子どもと保護者のニーズや課

題を客観的に分析した上で、

放課後等デイサービス計画を

作成しているか 

2 1 0 0 

・保護者へ対してのアセスメ

ントの機会が少ないため、今

後は定期的に面談を行うこと

を検討中。 

⑪  

子どもの適応行動の状況を図

るために、標準化されたアセ

スメントツールを使用してい

るか 

1 1 1 0 

・事業所内で定型のアセスメ

ントツールが無く、各職員で

行い、その結果を共有するよ

うになっている。今後標準化

されたものを使用していくこ

とを検討中。 



 チェック項目 はい 
どちらとも

いえない いいえ 未回答 改善目標、工夫している点など 

⑫  

放課後等デイサービス計画に

は、放課後等デイサービスガ

イドラインの「放課後等デイ

サービスの提供すべき支援」

の「発達支援（本人支援及び

移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から

子どもの支援に必要な項目が

適切に選択され、その上で、

具体的な支援内容が設定され

ているか 

1 1 1 0 

 

⑬  
放課後等デイサービス計画に

沿った支援が行われているか 2 1 0 0 
 

⑭  
活動プログラムの立案をチー

ムで行なっているか 3 0 0 0 
・各職員から出たアイディア

をその都度全体で共有するよ

うにしている。 

⑮  
活動プログラムが固定化しな

いように工夫しているか 2 1 0 0 
 

⑯  

子どもの状況に応じて、個別

活動と集団活動を適宜組み合

わせて放課後等デイサービス

計画を作成しているか 

3 0 0 0 

・利用児の特性に合わせ、活

動人数や活動場所等を検討

し、計画の中に取り入れるよ

うにしている。 

⑰  

支援開始前には職員間で必ず

打ち合わせをし、その日に行

われる支援の内容や役割分担

について確認をしているか 

3 0 0 0 

・その日の連絡事項や注意事

項、児童の様子の引継ぎ等を

朝礼の際に行う様子にしてい

る。 

⑱  

支援終了後には、職員間で必

ず打ち合わせをし、その日行

われた支援の振り返りを行

い、気付いた点等を共有して

いるか 

3 0 0 0 

・終礼にて、その日の子ども

たちについて報告し、次の支

援に繋げられるよう情報の共

有を行なっている。時間の兼

ね合いで実施できない際は、

翌日に行うようにしている。 

⑲  

日々の支援に関して正しく記

録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている

か 

2 1 0 0 

・日々『ほのぼの』に記入し

ている。 

⑳  

定期的にモニタリングを行

い、放課後等デイサービス計

画の見直しの必要性を判断し

ているか 

2 1 0 0 

・半年に 1度保護者をふまえ

てモニタリングを行なってい

るが、保護者が実際に療育の

現場を見たり、児童の様子を

見たりする機会がない。 



 チェック項目 はい 
どちらとも

いえない いいえ 未回答 改善目標、工夫している点など 

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

㉑ 

障がい児相談支援事業所のサ

ービス担当者会議にその子ど

もの状況に精通した最もふさ

わしい者が参画しているか 

2 1 0 0 

 

㉒ 

学校との情報共有（年間計

画・行事予定等の交換、子ど

もの下校時の確認等）、連絡調

整（送迎時の対応、トラブル

発生時の連絡）を適切に行っ

ているか 

0 2 1 0 

・下校時に担任の先生より学

校の様子を伺うことはできて

いるが、学校によっては児童

の情報共有をより行う必要が

あると感じている。 

㉓ 

（医療的ケアが必要な子ども

や重症心身障がいのある子ど

も等を支援している場合）地

域の保健、医療、障がい福

祉、保育、教育等の関係機関

と連携した支援を行なってい

るか 

0 2 1 0 

・現在、医療的ケアが必要な

児童は利用していないが、今

後必要になった際にどのよう

に連携していけばよいのかが

曖昧になっている。 

㉔ 

（医療的ケアが必要な子ども

や重症心身障がいのある子ど

も等を支援している場合）子

どもの主治医や協力医療機関

等と連絡体制を整えているか 

0 2 1 0 

 

㉕ 

移行支援として、就学前に利

用していた保育所や幼稚園、

認定こども園、特別支援学校

（幼稚部）、児童発達支援事業

所等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図って

いるか 

1 2 0 0 

・あづま児童発達支援センタ

ーから利用されている児童に

ついては実際に活動している

所を見学に行ったり、担当の

スタッフから話を聞いたりし

て支援内容等の情報共有がで

きている。 

㉖ 

移行支援として、学校を卒業

し、放課後等デイサービス事

業所から障害福祉サービス事

業所等へ移行する場合、それ

までの支援内容等の情報を提

供する等しているか 

1 2 0 0 

・今年度、移行となる利用者

はいませんでした。 



 チェック項目 はい 
どちらとも

いえない いいえ 未回答 改善目標、工夫している点など 

㉗ 

他の児童発達支援センターや

児童発達支援事業所、発達障

がい者支援センター等の専門

機関と連携し、助言や研修を

受けているか 

2 1 0 0 

 

㉘ 

放課後児童クラブや児童館等

との交流や活動する機会があ

るか 
0 0 3 0 

・長期休み中の、宙・のぞみ

との合同行事を計画してい

る。また、児童発達支援セン

ターとの交流も検討したい。 

 

㉙ 

（自立支援）協議会、子ども

部会や地域の子ども・子育て

会議等へ積極的に参加してい

るか 

0 0 3 0 

・今まで参加したことはなく 

、地域との関わりは薄いと感 

じている。 

㉚ 

日頃から子どもの状況を保護

者と伝え合い、子どもの発達

の状況や課題について共通理

解を持っているか 

2 1 0 0 

・コロナが流行っていたこと

もあり、面談の機会が少なか

ったため、お迎えに来ていた

だいた際の引継ぎ等をより丁

寧に行うようにしていた。 

㉛ 

保護者の対応力の向上を図る

観点から、保護者に対して家

族支援プログラム（ペアレン

ト・トレーニング等）の支援

を行なっているか 

0 1 2 0 

・現在そのような支援は行な

っていないが、保護者からの

要望が多く寄せられているた

め、検討している。 

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等 

㉜ 

運営規程、利用者負担等につ

いて丁寧な説明を行なってい

るか 
2 1 0 0 

 

㉝ 

放課後等デイサービスガイド

ラインの「放課後等デイサー

ビスの提供すべき支援」のね

らい及び支援内容と、これに

基づき作成された「放課後等

デイサービス計画」を示しな

がら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサー

ビス計画の同意を得ているか 

3 0 0 0 

 



 チェック項目 はい 
どちらとも

いえない いいえ 未回答 改善目標、工夫している点など 

㉞ 

定期的に、保護者からの子育

ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、必要な助言と支援

を行っているか 

1 2 0 0 

・お迎えに来ていただいた際

に保護者の方から相談があれ

ばお話しするようにしてい

る。また、面談が必要だとス

タッフが判断した場合や保護

者の方から面談の申し込みが

あった場合はその都度行うよ

うにしている。 

㉟ 

父母の会の活動を支援した

り、保護者会等を開催する等

により、保護者同士の連携を

支援しているか 

0 0 3 0 

・現在そのような支援は行な

っていないが、保護者からの

要望が多く寄せられているた

め、検討している。 

㊱ 

子どもや保護者からの相談や

申入れについて、対応の体制

を整備するとともに、子ども

や保護者に周知し、相談や申

入れがあった場合に迅速かつ

適切に対応しているか 

1 2 0 0 

 

㊲ 

定期的に会報等を発行し、活

動概要や行事予定、連絡体制

等の情報を子どもや保護者に

対して発信しているか 

0 1 2 0 

・行事や利用に関係するお便

りはその都度渡しているが、

会報等は発行していない。 

㊳ 
個人情報の取り扱いに十分注

意しているか 2 1 0 0 
 

㊴ 

障がいのある子どもや保護者

との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮をしているか 
2 1 0 0 

 

㊵ 

事業所の行事に地域住民を招

待する等地域に開かれた事業

運営を図っているか 
0 0 3 0 

・コロナの影響もあり、対外

的な行事の計画は控えてい

た。 

非
常
時
等
の
対
応 

㊶ 

緊急時対応マニュアル、防犯

マニュアル、感染症マニュア

ル等を策定し、職員や保護者

に周知するとともに、発生を

想定した訓練を実施している

か 

0 3 0 0 

 



 チェック項目 はい 
どちらとも

いえない いいえ 未回答 改善目標、工夫している点など 

㊷ 

非常災害の発生に備え、定期

的に避難、救出、その他必要

な訓練を行っているか 
3 0 0 0 

 

㊸ 

事前に、服薬や予防接種、て

んかん発作等の子どもの状況

を確認しているか 
3 0 0 0 

・保護者からの聞き取り等情

報交換を行なっている。 

㊹ 

食物アレルギーのある子ども

について、医師の指示書に基

づく対応がされているか 
3 0 0 0 

・ご家族を通して、医師から

の指示を伺っている。 

㊺ 
ヒヤリハット事例集を作成し

て事業所内で共有しているか 1 2 0 0 

・ヒヤリハット事例は作成

し、その都度原因や改善策に

ついて話をするようにしてい

る。 

㊻ 

虐待を防止するため、職員の

研修機会を確保する等、適切

な対応をしているか 
1 2 0 0 

・ふくしま障害者虐待防止セ

ンターによる研修が行われる

ので受講する予定です。 

㊼ 

どのような場合にやむを得ず

身体拘束を行うかについて、

組織的に決定し、子どもや保

護者に事前に十分に説明し了

解を得た上で、放課後等デイ

サービス計画に記載している

か 

3 0 0 0 

 

 


